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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　橋桁の底面側に固定された橋桁構成材の下面に直接、もしくは間接的に接合され、前記
橋桁を支持する下部構造側へ張り出す支持部材と、この支持部材に支持される罫書き棒と
、この罫書き棒を昇降自在に支持し、前記支持部材に沿って接合される添え板とを備え、
　前記添え板は、水平方向、または水平に近い方向を向いて前記支持部材に支持される支
持軸の回りに回転可能に接続され、
　前記添え板が直接、もしくは間接的に重なる前記支持部材の受け板と、前記添え板の少
なくともいずれか一方の、前記支持軸の上方と下方の少なくともいずれか一方に、前記支
持軸の中心を中心とする円弧状の案内溝が形成され、
　前記添え板は前記支持部材の前記支持軸に軸支されながら、前記案内溝において前記受
け板に固定された状態で接続されることを特徴とする橋桁用罫書き装置。
【請求項２】
　前記罫書き棒は上下の少なくとも２箇所において、前記添え板、または前記受け板との
間の水平方向の距離の調整が自在に、前記添え板、または前記受け板に接続されているこ
とを特徴とする請求項１に記載の橋桁用罫書き装置。
【請求項３】
　前記添え板の前記罫書き棒側の上下２箇所に、前記罫書き棒を前記添え板に拘束する保
持材が前記添え板との間の距離の調整が自在な状態で接続され、上下の少なくともいずれ
か一方の前記保持材の位置において前記罫書き棒と前記添え板との間に間隔調整材が介在

10

20



(12) JP  7515831  B2  2024.7.16

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

